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資
料岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
〇
七
分
の
値
打
ち
を
知
ら
な
い
の
を
気
に
病
み
、
明
察
も
恭
し
さ
も
欠
い
て
、
自
分
が
愚
か
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
な
い
。
こ
れ
が
本
当
の
愚
か
さ
と
い
う
も
の
だ
。
あ
あ
、
世
の
中
の
流
れ
は
揃
い
も
揃
っ
て
、
い
っ
た
い
誰
が
こ
の
本
当
の
愚
か
さ
を
免
れ
得
る
だ
ろ
う
か
。
い
く
ら
で
も
居
る
と
思
う
。
【
語
釈
】
○
若
愚：
『
史
記
』
の
「
老
子
韓
非
列
伝
・
第
三
」（
巻
六
三
）
の
次
の
文
言
が
参
照
さ
れ
よ
う
。
吾
聞
之
、
良
賈
深
蔵
若
虚
、
君
子
盛
徳
、
容
貌
若
愚
（
中
華
書
局
版
・
第
七
冊
・
二
一
四
〇
頁
）
孔
子
が
周
に
赴
い
て
礼
を
老
子
に
尋
ね
た
と
き
の
、
老
子
の
言
葉
と
さ
れ
る
。
索
隠
（
唐
・
司
馬
貞
）に
は《
君
子
之
人
、
身
有
盛
徳
、
其
容
貌
謙
退
有
若
愚
魯
之
人
然
》
と
注
す
る
。
〔
附
記
〕
那
波
蜆
北
の
「
龍
説
」
に
《
古
之
豪
傑
。
如
老
劉
秀
諸
葛
孔
明
。
皆
龍
以
比
之
》
と
あ
っ
た
（
前
稿
・
文
献
⑦
、
一
一
〇
頁
）
の
も
、
老
子
に
つ
い
て
は
、
老
子
伝
に
見
え
る
次
の
文
言
を
指
し
て
の
言
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
前
稿
へ
の
補
い
と
し
て
記
し
て
お
く
）。
老
子
の
言
葉
を
聞
い
た
あ
と
、
孔
子
が
弟
子
に
向
か
っ
て
語
る
感
懐
で
あ
る
。
鳥
、
吾
知
其
能
飛
。
魚
、
吾
知
其
能
游
。
獣
、
吾
知
其
能
走
。
走
者
可
以
為
罔
、
游
者
可
以
為
綸
。
飛
者
可
以
為
矰
。
至
於
龍
吾
不
能
知
、
其
乗
風
雲
而
上
天
。
吾
今
日
見
老
子
、
其
猶
龍
邪
！
（
同
前
。
セ
ミ
コ
ロ
ン
を
句
点
に
改
め
た
）
○
聡
明
睿
知：
『
孔
子
家
語
』（
三
恕
第
九
）
に
見
え
る
。
孔
子
は
あ
る
と
き
魯
の
桓
公
の
廟
を
訪
れ
た
が
、
そ
こ
に
「
欹
器
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
空
っ
ぽ
の
と
き
は
倒
れ
て
い
る
が
、
ほ
ど
よ
く
水
を
満
た
す
と
真
っ
直
ぐ
に
立
ち
、
さ
ら
に
満
た
す
と
再
び
ひ
っ
く
り
返
っ
て
元
の
状
態
に
戻
る
。
そ
ん
な
器
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
孔
子
は
、「
盈
満
状
態
の
保
て
る
も
の
は
な
い
」
と
い
う
教
訓
を
引
き
出
し
た
（
夫
物
悪
有
満
而
不
覆
者
哉
）。
す
る
と
子
路
が
こ
う
訊
ね
た
。「
盈
満
状
態
を
保
つ
手
だ
て
は
あ
り
ま
す
か
？
（
持
満
有
道
乎
）」。
そ
の
答
え
に
当
た
る
の
が
、
次
に
引
く
部
分
で
あ
る
。
子
曰
。
聡
明
睿
智
。
守
之
以
愚
。
功
被
天
下
。
守
之
以
譲
。
勇
力
振
世
。
守
之
以
怯
。
富
有
四
海
。
守
之
以
謙
。
此
所
謂
損
之
又
損
之
之
道
也
。〔
子
曰
く
、
聡
明
睿
智
は
、
之
を
守
る
に
愚
を
以
て
し
、
功
、
天
下
に
被
れ
ば
、
之
を
守
る
に
譲
を
以
て
し
、
勇
力
、
世
に
振
へ
ば
、
之
を
守
る
に
怯
を
以
て
し
、
富
、
四
海
を
有
た
ば
、
之
を
守
る
に
謙
を
以
て
す
。
此
れ
所
謂
る
之
を
損
し
て
又
た
之
を
損
す
る
の
道
な
り
と
。〕（
富
山
房
『
漢
文
大
系
』
所
収
本
に
依
る
。
巻
二
・
一
六
〜
七
頁
）
「
智
」
に
は
「
愚
」
を
、「
功
」
に
は
「
譲
」
を
、「
勇
」
に
は
「
怯
」
を
、「
富
」
に
は
「
謙
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
配
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
盈
満
状
態
を
保
つ
手
立
て
だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
な
お
こ
の
話
し
は
『
荀
子
』（
宥
坐
篇
）
に
も
見
え
る
。
た
だ
し
、「
睿
智
」
を
「
聖
知
」
と
す
る
な
ど
、
字
句
に
若
干
の
異
同
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
斯
文
は
家
語
に
依
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
韓
詩
外
伝
・
巻
三
、
淮
南
子
・
道
応
訓
、
説
苑
・
敬
慎
篇
な
ど
に
も
見
え
る
と
さ
れ
る
が
、
儒
家
の
拠
り
所
と
し
て
は
、
家
語
の
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
）。
〔
附
記
〕
周
知
の
よ
う
に
『
孔
子
家
語
』
は
、
魏
の
王
粛
（
一
九
五
〜
二
五
六
。
三
国
志
・
巻
十
三
の
「
王
朗
伝
」
に
記
事
が
見
え
る
）
の
偽
書
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
右
の
部
分
も
、
先
に
荀
子
な
ど
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
王
粛
が
取
り
込
ん
だ
も
の
と
見
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
事
情
と
は
別
に
、
斯
文
が
「
守
愚
説
」
を
草
す
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
書
物
を
参
照
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
や
は
り
家
語
の
ほ
う
を
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
○
侮
漫
自
賢：
後
の
「
昏
迷
不
恭
」
と
と
も
に
、『
書
経
』（
大
禹
謨
）
の
次
の
文
言
に
見
え
る
。
有
苗
氏
が
従
わ
な
い
た
め
、
こ
れ
を
討
つ
よ
う
に
と
諸
侯
に
命
ず
る
と
き
の
言
葉
で
あ
る
。
蠢
茲
有
苗
。
昏
迷
不
恭
。
侮
漫
自
賢
。
反
道
敗
徳
。
君
子
在
野
。
小
人
在
位
。
民
棄
不
保
。
天
降
之
咎
。〔
蠢
た
る
茲
（
こ
）
の
有
苗
、
昏
迷
不
恭
、
侮
漫
自
ら
賢
し
と
し
、
道
に
反
き
徳
を
敗
り
、
君
子
野
に
在
り
、
小
人
位
に
在
り
、
民
棄
て
て
保
ん
ぜ
ず
。
天
之
に
咎
を
降
す
。〕（
富
山
房
『
漢
文
大
系
』
所
収
本
に
よ
る
。
巻
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
〇
八
二
・
一
一
頁
）
「
自
賢
」
に
つ
い
て
は
、
家
語
に
も
次
の
用
例
が
見
え
る
（
六
本
・
第
十
五
）。
孔
子
は
、
あ
る
日
『
易
』
の
「
損
益
」
の
部
分
を
読
ん
で
大
い
に
感
嘆
し
た
。
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
子
夏
が
尋
ね
た
の
に
対
す
る
孔
子
の
答
え
の
中
に
現
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
盈
満
状
態
の
保
持
（
持
満
）
と
い
う
点
で
、
先
の
「
三
恕
」
の
箇
所
と
あ
い
通
ず
る
と
言
え
よ
う
。
斯
文
と
し
て
も
、「
守
愚
」
と
い
う
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
こ
の
部
分
を
頭
に
置
い
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
（
な
お
こ
の
章
も
「
説
苑
・
敬
慎
篇
」
に
基
づ
く
と
さ
れ
る
）。
凡
持
満
而
能
久
者
。
未
嘗
有
也
。
故
曰
。
自
賢
者
。
天
下
之
善
言
。
不
得
聞
於
耳
矣
。
昔
堯
治
天
下
之
位
。
猶
允
恭
以
持
之
。
克
譲
以
接
天
下
。
是
以
千
歳
而
益
盛
。
迄
今
而
逾
彰
。〔
凡
そ
満
を
持
し
て
能
く
久
し
き
者
は
、
未
だ
嘗
て
有
ら
ざ
る
也
。
故
に
曰
く
、
自
ら
賢
と
す
る
者
は
、
天
下
の
善
言
、
耳
に
聞
く
こ
と
を
得
ず
。
昔
し
堯
、天
下
の
位
を
治
め
、猶
ほ
允
恭
以
て
之
を
持
し
、克
譲
以
て
天
下
に
接
す
。
是
を
以
て
、
千
歳
に
し
て
益（
ま
す
ま
）す
盛
な
り
。
今
に
迄
り
て
逾（
い
よ
い
）
よ
彰
は
る
。〕（
前
掲
本
、
巻
四
・
六
頁
）
○
患
人
不
知：
『
論
語
』（
学
而
第
一
・
末
尾
）
の
次
の
章
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
・
子
曰
。
不
患
人
之
不
己
知
。
患
不
知
人
也
。〔
子
曰
く
、
人
の
己
れ
を
知
ら
ざ
る
を
患
へ
ず
。
人
を
知
ら
ざ
る
を
患
ふ
る
也
〕
こ
の
章
は
、
学
而
篇
冒
頭
の
《
人
不
知
而
不
慍
。
不
亦
君
子
乎
》
と
照
応
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
次
の
章
も
、「
患
」
の
字
を
用
い
る
も
の
と
し
て
参
照
さ
れ
よ
う
。
・
子
曰
。
不
患
無
位
。
患
所
以
立
。
不
患
莫
己
知
。
求
為
可
知
也
。〔
子
曰
く
、
位
無
き
を
患
へ
ず
、
立
つ
所
以
を
患
ふ
。
己
れ
を
知
る
こ
と
莫
き
を
患
へ
ず
、
知
ら
る
可
き
を
為
す
を
求
む
る
也
。〕（
里
仁
第
四
・
第
十
四
章
）
・
子
曰
。
不
患
人
之
不
己
知
。
患
其
不
能
也
。〔
子
曰
く
、
人
の
己
れ
を
知
ら
ざ
る
を
患
へ
ず
、
其
の
能
は
ざ
る
を
患
ふ
る
也
。〕（
憲
問
第
十
四
・
第
三
十
章
）
右
の
憲
問
篇
の
朱
注
に
は
《
此
章
凡
四
見
、
而
文
皆
有
異
。
則
聖
人
於
此
一
事
、
蓋
屢
言
之
、
其
丁
寧
之
意
亦
可
見
矣
。》
と
あ
っ
て
、
孔
子
平
素
の
言
葉
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
次
の
章
も
、
意
味
内
容
の
面
か
ら
参
考
と
な
ろ
う
。
・
子
曰
。
古
之
学
者
為
己
。
今
之
学
者
為
人
。〔
子
曰
く
、
古
へ
の
学
者
は
己
れ
の
為
に
す
。
今
の
学
者
は
人
の
為
に
す
。〕（
憲
問
第
十
四
・
第
二
十
四
章
）
「
為
人
」
は
、
集
注
に
《（
程
子
曰
）
欲
見
知
於
人
也
〔
人
に
知
ら
る
る
こ
と
を
欲
す
る
也
〕》
と
あ
る
。
二
第
二
・
三
・
四
段
以
上
の
第
一
段
に
対
し
て
、
第
二
段
以
下
は
、
古
典
を
踏
ま
え
る
こ
と
も
少
な
く
、
比
較
的
平
易
な
書
き
ぶ
り
に
な
っ
て
い
る
。
（
1
）
第
二
段
第
二
段
で
は
、
塩
谷
依
信
の
謙
抑
な
人
柄
と
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
好
む
性
向
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
【
本
文
】
塩
谷
依
信
余
先
君
及
門
之
士
也
。
為
人
精
敏
。
而
不
敢
自
賢
。
又
無
他
嗜
好
。
平
生
愛
蟾
蜍
。
自
号
守
愚
。
人
或
笑
其
好
奇
。
余
謂
。
此
虫
以
形
則
絶
無
可
愛
。
而
愛
之
是
必
有
所
相
得
矣
。
嗚
呼
余
知
之
矣
。
【
訓
読
文
】
塩
谷
依
信
は
、
余
が
先
君
及
門
の
士
な
り
。
人
と
為
り
精
敏
に
し
て
、
而
も
敢
て
自
ら
賢
し
と
せ
ず
。
又
た
他
の
嗜
好
無
し
。
平
生
蟾
蜍
を
愛
す
。
自
ら
守
愚
と
号
す
。
人
或
い
は
其
の
奇
を
好
む
を
笑
は
む
。
余
謂
へ
ら
く
、
此
の
虫
、
形
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
愛
す
可
き
こ
と
絶
え
て
無
し
。而
も
之
を
愛
す
る
は
、是
れ
必
ず
相
ひ
得
る
所
有
ら
む
。
嗚
呼
、
余
、
之
れ
を
知
れ
り
。
【
訳
文
】
塩
谷
依
信
氏
は
、
私
の
父
に
入
門
し
た
人
で
あ
る
。
生
ま
れ
つ
き
頭
が
良
く
、
し
か
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
〇
九
も
決
し
て
自
分
か
ら
賢
い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
し
て
他
に
何
も
好
む
と
こ
ろ
が
な
い
。
ふ
だ
ん
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
愛
し
、
自
ら
守
愚
と
号
す
る
。
も
し
か
す
る
と
人
は
、
奇
を
衒
っ
て
い
る
と
笑
う
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
私
は
こ
う
思
う
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
、
見
た
目
に
は
何
の
愛
嬌
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ
を
愛
で
る
の
は
、
き
っ
と
親
し
み
の
湧
く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
嗚
呼
、
私
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
。
【
語
釈
】
○
先
君：
岡
本
晤
叟
（
晤
室
。
一
八
〇
八
〜
一
八
八
一
）。
斯
文
に
は
「
岡
本
晤
室
碑
銘
」
が
あ
る
（
竹
治
貞
夫
『
阿
波
碑
文
集
』〔
文
献
④
〕
に
収
め
る
。
三
四
頁
）
○
蟾
蜍
（
せ
ん
じ
ょ
）：
ひ
き
が
え
る
。
（
2
）
第
三
段
第
三
段
で
は
、
ヒ
キ
ガ
エ
ル
が
、
そ
の
外
見
に
も
拘
わ
ら
ず
有
用
な
生
き
物
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
【
本
文
】
夫
蚤
蚊
小
虫
也
。
而
害
人
頗
大
。
此
虫
能
制
之
去
之
。
則
其
益
于
人
也
亦
大
矣
。
是
殆
類
古
之
君
子
者
歟
。
則
葢
相
得
於
此
也
。
而
世
人
之
笑
之
。
唯
観
其
外
。
不
求
其
中
耳
。
苟
然
則
古
今
之
仁
人
。
其
貌
陋
者
葢
多
矣
。
而
皆
為
世
所
棄
焉
。
則
其
失
之
大
。
豈
唯
受
世
人
之
笑
而
已
哉
。
亦
将
為
小
虫
之
所
笑
矣
。
孟
子
曰
。
雖
有
悪
人
。
斎
戒
沐
浴
。
則
可
以
祀
上
帝
。
【
訓
読
文
】
夫
れ
蚤
・
蚊
は
小
虫
な
り
。
而
し
て
人
を
害
す
る
こ
と
頗
る
大
な
り
。
此
の
虫
は
能
く
之
を
制
し
之
を
去
る
。
則
ち
其
の
人
を
益
す
る
や
、
亦
た
大
な
り
。
是
れ
殆
ど
古
へ
の
君
子
に
類
す
る
者
か
。
則
ち
、
葢
し
此
に
相
ひ
得
る
也
。
而
も
世
の
人
の
之
を
笑
ふ
は
、
唯
だ
其
の
外
を
観
て
、
其
の
中
を
求
め
ざ
る
耳
。
苟
く
も
然
ら
ば
則
ち
古
今
の
仁
人
、
其
の
貌
陋
な
る
者
、
葢
し
多
し
。
而
し
て
皆
な
世
の
棄
つ
る
所
と
為
ら
ば
、
則
ち
其
の
失
の
大
な
る
、
豈
に
唯
だ
世
人
の
笑
ひ
を
受
く
る
而
已
な
ら
む
哉
。
亦
た
将
に
小
虫
の
笑
ふ
所
と
為
ら
む
。
孟
子
曰
く
、「
悪
人
有
り
と
雖
も
、
斎
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
を
祀
る
可
し
」
と
。
【
訳
文
】
そ
も
そ
も
蚤
や
蚊
は
小
さ
な
虫
で
あ
る
が
、
た
い
へ
ん
人
の
害
に
な
る
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
は
そ
れ
を
退
治
し
て
く
れ
る
。
だ
か
ら
た
い
へ
ん
有
益
だ
。
こ
れ
は
殆
ど
昔
の
君
子
に
似
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
点
で
親
し
み
が
湧
く
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
世
人
が
こ
れ
を
笑
う
の
は
、
た
だ
う
わ
べ
だ
け
を
見
て
中
身
を
見
よ
う
と
し
な
い
か
ら
に
過
ぎ
な
い
。
仮
に
も
そ
ん
な
観
方
を
す
れ
ば
、
古
今
の
す
ぐ
れ
た
人
に
は
顔
立
ち
の
芳
し
く
な
い
人
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
か
ら
、
彼
ら
が
み
な
世
人
か
ら
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
損
失
の
大
き
な
こ
と
と
い
え
ば
、
け
っ
し
て
世
人
に
笑
わ
れ
る
だ
け
で
は
済
ま
な
い
。
き
っ
と
蚤
や
蚊
に
も
笑
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
孟
子
は
こ
う
言
っ
て
い
る
、「
仮
に
風
采
の
冴
え
な
い
人
が
居
て
も
、
斎
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
上
帝
を
祭
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。
【
語
釈
】
○
孟
子
曰：
『
孟
子
』（
離
婁
・
下
）
に
次
の
文
言
が
見
え
る
。
孟
子
曰
。
西
子
蒙
不
潔
、
則
人
皆
掩
鼻
而
過
之
。
雖
有
悪
人
、
斎
戒
沐
浴
、
則
可
以
祀
上
帝
。〔
孟
子
曰
く
「
西
子
、
不
潔
を
蒙
れ
ば
、
則
ち
人
皆
な
鼻
を
掩
ひ
て
之
を
過
ぐ
。
悪
人
有
り
と
雖
も
、
斎
戒
沐
浴
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
上
帝
を
祀
る
可
し
」
と
〕。
西
子
の
よ
う
な
美
夫
人
で
も
、
頭
に
汚
物
を
被
っ
て
い
れ
ば
、
誰
で
も
鼻
を
つ
ま
ん
で
通
り
過
ぎ
る
し
、
反
対
に
容
貌
の
冴
え
な
い
人
で
も
、
斎
戒
沐
浴
さ
え
す
れ
ば
、
十
分
に
上
帝
を
祭
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
集
注
に
よ
れ
ば
、
尹
氏
は
、「
善
を
失
う
こ
と
を
戒
め
、
自
分
を
磨
く
こ
と
を
勧
め
る
」
と
い
っ
た
教
え
を
読
み
取
っ
て
い
る
が
、
斯
文
と
し
て
は
、「
見
た
目
よ
り
も
中
身
が
大
切
だ
」
と
の
趣
意
で
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
〇
（
3
）
第
四
段
最
後
に
第
四
段
で
は
、塩
谷
氏
の
育
材
を
好
む
人
柄
と
そ
の
嗜
好
と
の「
つ
な
が
り
」
が
示
唆
さ
れ
る
。
【
本
文
】
依
信
楽
育
材
者
。
則
其
愛
之
。
亦
葢
有
観
於
此
焉
。
而
其
寓
意
必
深
矣
。
是
豈
好
奇
之
為
哉
。
乃
書
与
之
。
而
未
識
其
笑
諾
与
否
也
。
【
訓
読
文
】
依
信
は
材
を
育
つ
る
を
楽
し
む
者
な
り
。
則
ち
其
の
之
を
愛
す
る
も
、
亦
た
葢
し
此
を
観
る
有
ら
ん
。
而
し
て
其
の
意
を
寓
す
る
こ
と
必
ず
深
か
ら
む
。
是
れ
豈
に
奇
を
好
む
の
為
（
し
わ
ざ
）
な
ら
ん
哉
。
乃
ち
書
し
て
之
を
与
ふ
。
而
し
て
未
だ
其
の
笑
ひ
て
諾
ふ
と
否
と
を
識
ら
ざ
る
也
。
【
訳
文
】
依
信
は
人
材
を
育
て
る
の
を
楽
し
む
人
だ
。
だ
か
ら
彼
が
ヒ
キ
ガ
エ
ル
を
愛
で
る
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
情
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
意
味
合
い
は
間
違
い
な
く
深
か
ろ
う
。
こ
れ
が
ど
う
し
て
奇
を
衒
う
ふ
る
ま
い
だ
な
ど
と
言
え
よ
う
か
。
そ
れ
で
こ
の
文
章
を
書
い
て
彼
に
贈
っ
た
。
し
か
し
、
彼
が
こ
れ
を
笑
っ
て
受
け
容
れ
た
が
ど
う
か
は
、
未
だ
分
か
ら
な
い
。
【
語
釈
】
○
楽
育
材：
後
に
掲
げ
る
「
遺
愛
碑
」
に
は
、《
平
生
愛
養
人
材
。
後
進
因
其
推
奨
而
成
名
者
頗
多
。》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
三
「
遺
愛
碑
」
と
そ
の
周
辺
塩
谷
依
信
（
守
愚
・
石
樵
）
と
い
う
人
物
の
本
質
的
な
部
分
に
つ
い
て
は
、
斯
文
の
「
守
愚
説
」
に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
斯
文
は
さ
ら
に
「
塩
谷
君
遺
愛
碑
」（
大
正
四
年
）
の
文
章
を
も
残
し
て
い
る
。
さ
い
わ
い
こ
の
作
品
は
、
竹
治
貞
夫
氏
の
『
阿
波
碑
文
補
集
』（
文
献
⑤
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
三
八
二
頁
以
下
）。
そ
れ
に
よ
っ
て
書
き
下
し
文
や
語
釈
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
こ
で
は
原
文
だ
け
を
引
く
こ
と
に
す
る
（
便
宜
Ａ
〜
Ｄ
の
四
つ
の
段
に
分
け
て
お
く
）。
（
1
）
本
文
と
そ
の
補
助
資
料
塩
谷
君
遺
愛
碑
Ａ：
塩
谷
君
依
信
。
徳
島
富
田
人
。
始
仕
為
大
蔵
省
出
仕
。
還
郷
歴
任
美
馬
名
東
等
郡
長
。
後
為
徳
嶋
中
学
校
長
。
叙
正
七
位
勲
六
等
。
明
治
四
十
一
年
二
月
十
六
日
病
歿
。
享
年
五
十
九
。
Ｂ：
君
為
人
厳
毅
方
正
。
取
与
不
苟
。
而
接
人
情
意
藹
然
。
備
極
悃
款
。
平
生
愛
養
人
材
。
後
進
因
其
推
奨
而
成
名
者
頗
多
。
以
故
人
皆
服
其
徳
。
負
一
県
之
重
望
。
而
今
也
亡
矣
。
哀
哉
。
Ｃ：
頃
追
慕
其
徳
者
。
相
謀
建
遺
愛
碑
。
乞
文
于
余
。
余
与
君
交
親
。
其
知
君
尤
深
。
乃
叙
其
略
如
此
。
Ｄ：
銘
曰
。
常
求
利
民
。
正
行
克
己
。
方
寸
之
中
。
其
淡
如
水
。
不
求
虚
誉
。
克
済
其
美
。
其
志
其
行
。
与
古
人
比
。
大
正
四
年
二
月
午
橋
岡
本
斯
文
撰
並
書
こ
れ
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
解
説
を
施
す
と
、
右
の
Ａ
〜
Ｄ
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
Ａ：
経
歴
Ｂ：
人
物
Ｃ：
遺
愛
碑
建
立
の
由
来
Ｄ：
銘
こ
の
う
ち
、
Ａ
の
経
歴
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
六
点
で
あ
る
。
①
富
田
の
人
で
あ
る
こ
と
②
大
蔵
省
に
出
仕
し
た
こ
と
③
帰
郷
後
美
馬
・
名
東
等
の
郡
長
に
な
っ
た
こ
と
④
徳
島
中
学
校
の
校
長
に
な
っ
た
こ
と
。
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
一
⑤
正
七
位
・
勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
た
こ
と
。
⑥
明
治
四
十
一
年
二
月
十
六
日
に
、
享
年
五
十
九
歳
で
病
没
し
た
こ
と
。
竹
治
氏
の
『
阿
波
碑
文
補
集
』（
文
献
⑤
）
で
は
、
参
考
資
料
と
し
て
次
の
二
つ
が
引
か
れ
る
。
ａ
『
阿
波
書
画
家
名
鑑
』（
佐
藤
西
郭
大
正
十
二
年
。
文
献
③
）
ｂ
『
百
年
史
』（
文
献
⑩
）
ａ
は
、
経
歴
全
般
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ｂ
は
特
に
徳
島
中
学
校
校
長
に
関
わ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
ａ
の
文
章
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
第
五
九
〜
六
〇
コ
マ
。
句
読
点
・
濁
点
は
、
竹
治
氏
の
施
さ
れ
た
も
の
に
従
う
）。
塩
谷
石
樵
通
称
ハ
依
信
、
別
号
守
愚
、
徳
島
東
富
田
ノ
人
。
明
治
四
年
東
京
ニ
遊
ビ
、
大
蔵
省
史
生
ト
為
リ
、
爾
来
諸
官
ニ
歴
任
シ
、
郷
ニ
皈
リ
、
美
馬
郡
長
ニ
任
ジ
、
後
徳
島
中
学
校
長
ト
為
ル
。
正
七
位
勲
六
等
ニ
叙
セ
ラ
ル
。
明
治
四
十
一
年
二
月
十
六
日
歿
ス
、
年
五
十
九
。
こ
れ
を
先
の
六
点
と
比
べ
る
と
、
次
の
点
で
や
や
詳
し
い
事
柄
が
知
ら
れ
る
。
①
東
富
田
の
人
で
あ
る
こ
と
。
／
石
樵
の
号
を
持
つ
こ
と
。
②
東
京
に
出
た
の
が
明
治
四
年
で
あ
る
こ
と
。
／
大
蔵
省
で
は
「
史
生
」
で
あ
っ
た
こ
と
。
／
帰
郷
前
に
も
諸
官
を
歴
任
し
た
こ
と
他
方
、
ｂ
で
は
特
に
次
の
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
④
校
長
在
任
期
間
が
「
明
治
三
十
年
三
月
〜
同
三
十
四
年
七
月
」
で
あ
っ
た
こ
と
。
／
岡
本
監
輔
校
長
（
在
任：
明
治
二
十
七
年
五
月
〜
同
三
十
年
三
月
）
の
後
任
で
あ
る
こ
と
。
因
み
に
、
藤
井
喬
氏
の
『
阿
波
人
物
志
』（
文
献
⑪
）
に
も
「
塩
谷
石
樵
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
記
事
は
概
ね
右
の
『
名
鑑
』
を
襲
う
が
、
塩
谷
氏
の
旧
姓
が
岸
本
氏
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
新
た
な
情
報
と
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
参
考
文
献
欄
に
は
、
右
の
『
名
鑑
』
の
ほ
か
に
、
次
の
書
物
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
山
崎
白
雲
『
徳
島
県
文
人
墨
客
小
伝
』（
昭
和
十
六
年
）（
文
献
⑭
）
ｄ
岡
田
亀
太
郎『
阿
波
国
漢
学
者
詩
人
出
生
年
次
表
』（
昭
和
三
十
九
年
）（
文
献
①
）
ｃ
に
は
「
塩
谷
石
樵
」
の
項
目
が
見
え
る
が
（
九
九
頁
）、
ａ
の
『
名
鑑
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
ｄ
は
、
Ｂ
5
判
・
袋
綴
じ
・
油
印
で
、
本
文
十
三
葉
ほ
ど
の
薄
い
冊
子
で
あ
る
が
、
そ
の
第
八
葉
・
オ
に
「
塩
谷
石
樵
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
、
東
富
田
の
人
で
あ
る
こ
と
、
生
年
と
歿
年
と
が
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
年
）
と
明
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
年
）
と
で
あ
る
こ
と
、
墓
所
が
二
軒
屋
町
の
観
潮
院
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
（
2
）
諸
官
の
歴
任
に
つ
い
て
Ａ
③
の
美
馬
郡
長
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
物
が
参
考
と
な
る
。
ｅ
『
脇
町
史
下
巻
』（
文
献
⑮
）
〔
歴
代
美
馬
郡
長
一
覧
〕
に
岸
本
依
信
の
名
が
見
え
る
（
一
九
九
頁
。
年
号
は
す
べ
て
明
治
）。
氏
名
就
任
年
月
日
退
任
年
月
日
経
歴
等
岸
本
依
信
一
七
年
一
月
一
二
日
二
四
年
四
月
一
日
前
任
は
岡
山
県
警
阿
部
省
三
郎
二
四
年
四
月
一
日
二
六
年
七
月
六
日
前
任
は
海
部
郡
長
岸
本
依
信
二
六
年
七
月
六
日
二
七
年
二
月
一
九
日
徳
島
市
富
田
浦
町
出
身
こ
こ
か
ら
、
彼
が
二
度
に
わ
た
っ
て
美
馬
郡
長
を
勤
め
た
こ
と
、
そ
れ
以
前
に
岡
山
県
警
に
勤
め
て
い
た
こ
と
、
な
ど
が
分
か
る
。
岡
山
県
警
勤
務
に
つ
い
て
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の
ｆ
『
職
員
録
（
岡
山
県
）』
か
ら
、
次
の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
明
治
十
四
年
お
よ
び
十
五
年
の
分
。
同
館
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
依
る
）。
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
二
七
等
警
部
岸
本
依
信
高
知
県
士
族
こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
二
年
ほ
ど
の
間
は
、
岡
山
県
警
の
七
等
警
部
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
高
知
県
士
族
と
あ
る
の
は
、
徳
島
県
（
名
東
県
）
が
、
一
時
、
高
知
県
に
併
合
さ
れ
て
い
た
（
明
治
九
〜
十
三
年
）
と
い
う
事
情
に
依
る
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
名
東
郡
長
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
書
物
に
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ｇ
『
名
東
郡
史
（
続
編
）』（
文
献
⑬
）
こ
こ
で
も
〔
歴
代
郡
長
一
覧
表
〕
に
彼
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
（
五
四
頁
。
年
号
は
す
べ
て
明
治
。
原
文
横
書
き
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）。
就
任
年
次
氏
名
備
考
一
九
年
速
水
重
敬
名
東
・
勝
浦
郡
長
二
五
年
岸
本
依
信
名
東
郡
長
二
七
年
岩
本
晴
之
〃
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
が
明
治
二
十
五
年
に
名
東
郡
長
と
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
れ
を
先
の
「
歴
代
美
馬
郡
長
一
覧
」
と
併
せ
れ
ば
、
明
治
十
七
年
か
ら
明
治
二
十
七
年
ま
で
の
約
十
年
間
は
、
郡
長
と
し
て
の
仕
事
に
就
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
前
任
者
の
職
名
は
「
名
東
・
勝
浦
郡
長
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
二
年
に
郡
制
が
敷
か
れ
て
「
名
東
勝
浦
郡
役
所
」
が
置
か
れ
た
が
、
明
治
二
十
四
年
に
名
東
と
勝
浦
と
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
か
ら
で
あ
る
（
同
書
・
五
三
頁
）。
因
み
に
徳
島
市
が
で
き
る
の
は
明
治
二
十
二
年
で
あ
り
、
こ
れ
も
名
東
郡
か
ら
分
離
し
た
（
同
）。
な
お
、
こ
の
書
物
冒
頭
の
写
真
集
に
は
、
那
波
利
貞
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
〇
）
の
「
昭
和
戊
申
歳
秋
題
名
東
郡
史
」
と
題
す
る
七
絶
三
首
の
手
稿
の
写
真
が
掲
げ
ら
れ
、
顔
写
真
や
略
歴
、
現
代
語
訳
な
ど
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
岸
本
依
信
の
名
前
は
、
さ
ら
に
次
の
文
献
に
も
、
名
西
郡
長
を
兼
務
し
た
人
と
し
て
現
わ
れ
る
（
三
五
頁
）。
ｈ
『
神
山
町
史
下
巻
』（
文
献
②
）
〔
歴
代
郡
長
〕
氏
名
任
命
年
・
月
〜
退
任
年
・
月
付
記
事
項
磯
部
為
吉
明
治
二
十
四
年
四
月
〜
明
治
二
十
六
年
三
月
名
東
郡
長
三
か
月
兼
務
岸
本
依
信
明
治
二
十
六
年
三
月
〜
明
治
二
十
六
年
五
月
名
東
郡
長
兼
務
原
田
有
徳
明
治
二
十
六
年
五
月
〜
明
治
三
十
年
一
月
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ほ
ん
の
短
い
間
で
は
あ
る
が
、
名
西
郡
長
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
ほ
か
に
、
次
の
書
物
に
岸
本
氏
の
詩
一
首
が
載
せ
ら
れ
て
い
る（
第
十
葉
）。
ｉ
『
梅
蕊
（
ば
い
ず
い
）
余
香
』（
大
久
保
諄
平
〔
天
山
〕
編
。
明
治
三
十
六
年
徳
島
新
報
社
）
こ
れ
は
、
脇
町
に
菅
原
道
真
公
（
八
四
五
〜
九
〇
三
）
を
祭
る
廟
が
あ
り
、
そ
の
千
年
祭
を
期
し
て
、
詩
文
や
和
歌
の
集
を
企
て
た
も
の
で
あ
る
（
序
文
）。
編
者
の
大
久
保
天
山
は
、
脇
町
中
学
校
教
員
や
県
会
議
員
・
脇
町
町
長
な
ど
を
勤
め
た
人
で
あ
り
、
斯
文
の
門
人
で
も
あ
っ
た
。
忠
誠
懸
日
月
徳
化
報
君
王
憶
起
御
衣
句
千
年
放
国
香
作
品
の
後
に
《
以
平
凡
之
文
字
。
写
深
長
之
意
者
》
と
い
う
天
山
の
評
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
《
不
堪
同
感
》
と
い
う
午
橋
（
斯
文
）
の
評
も
標
注
に
見
え
る
。
な
お
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
岸
本
依
信
の
著
わ
し
た
も
の
と
し
て
、
次
の
文
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ｊ
岸
本
依
信
編
『
訴
訟
受
不
受
理
摘
要
』（
明
治
九
年
二
月
刊
行
）
以
上
を
総
合
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
略
年
譜
を
（
暫
定
的
な
が
ら
も
）
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
〔
暫
定
略
年
譜
〕
嘉
永
三
年：
一
八
五
〇：
徳
島
市
・
富
田
に
生
れ
る
。
明
治
四
年：
一
八
七
一：
東
京
に
出
る
。
大
蔵
省
の
史
生
と
な
る
。
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
三
明
治
九
年：
一
八
七
六：
二
月
、『
訴
訟
受
不
受
理
摘
要
』
を
刊
行
。
明
治
一
四
年：
一
八
八
一：
岡
山
県
警
に
勤
務
（
七
等
警
部
。
翌
年
も
こ
の
任
に
あ
る
）。
明
治
一
七
年：
一
八
八
四：
一
月
、
美
馬
郡
長
と
な
る
。
明
治
二
四
年：
一
八
九
一：
四
月
、
美
馬
郡
長
退
任
。
明
治
二
五
年：
一
八
九
二：
名
東
郡
長
と
な
る
。
明
治
二
六
年：
一
八
九
三：
三
月
、
一
時
名
西
郡
長
を
兼
務
。
五
月
、
兼
務
職
退
任
。
七
月
、
再
び
美
馬
郡
長
と
な
る
。
明
治
二
七
年：
一
八
九
四：
二
月
、
美
馬
郡
長
退
任
。
明
治
三
〇
年：
一
八
九
七：
三
月
、
徳
島
中
学
校
校
長
と
な
る
。【
注
】
明
治
三
四
年：
一
九
〇
一：
七
月
、
徳
島
中
学
校
校
長
退
任
。
明
治
三
六
年：
一
九
〇
三：
五
言
絶
句
を
『
梅
蕊
余
香
』
に
発
表
。
明
治
四
一
年：
一
九
〇
八：
二
月
一
六
日
、
死
去
（
享
年
五
十
九
）。
【
注
】「
岸
白
堂
伝
」（
文
献
⑤
所
収
、
一
〇
二
〜
一
〇
六
頁
。
神
河
庚
蔵
『
阿
波
国
最
近
文
明
史
料
』〔
一
九
一
〜
一
九
三
頁
﹈
所
収
の
漢
文
に
、
送
り
仮
名
を
施
し
た
も
の
）
に
、
徳
島
中
学
校
長
時
代
に
ま
つ
わ
る
挿
話
が
見
出
さ
れ
る
。
岸
白
堂
（
一
八
三
二
〜
一
八
九
九：
天
保
三
〜
明
治
三
二
）
は
、
名
西
郡
神
山
町
の
庄
屋
で
、
亡
く
な
る
少
し
前
に
、
校
長
在
任
中
の
塩
谷
依
信
に
書
物
の
寄
贈
を
申
し
出
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
没
前
一
年
、
語
徳
島
中
学
校
長
塩
谷
依
信
曰
、「
吾
先
考
蔵
書
頗
多
矣
。
然
余
老
不
能
繙
巻
、
空
葬
之
蠧
魚
腹
中
。
寧
託
県
下
中
学
校
、
或
書
籍
館
、
以
益
于
世
。」
依
信
善
之
。
翁
〔＝
白
堂
〕
将
分
類
其
書
、
送
之
書
籍
館
、
病
俄
漸
遂
不
起
。
今
歳
四
月
中
学
校
附
属
図
書
館
成
、
其
書
充
棟
。
嗣
子
四
郎
乃
与
依
信
議
、
遂
託
之
脇
町
中
学
校
。〔（
以
下
、
訓
読
文
は
、
竹
治
氏
の
送
り
仮
名
に
従
っ
て
引
用
者
が
作
成
。
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
）
没
す
る
前
一
年
、
徳
島
中
学
校
長
塩
谷
依
信
に
語
り
て
曰
く
、「
吾
が
先
考
蔵
書
頗
る
多
し
矣
。
然
れ
ど
も
余
老
い
て
巻
を
繙
く
能
は
ず
、
空
し
く
之
を
蠧
魚
の
腹
中
に
葬
る
。
寧
ろ
県
下
の
中
学
校
、
或
は
書
籍
館
に
託
し
て
、
以
て
世
に
益
せ
ん
」
と
。
依
信
之
を
善
し
と
す
。
翁
〔＝
白
堂
〕
将
に
其
の
書
を
分
類
し
、
之
を
書
籍
館
に
送
ら
ん
と
し
、
病
俄
か
に
漸
し
て
遂
に
起
た
ず
。
今
歳
四
月
中
学
校
附
属
図
書
館
成
り
、
其
の
書
充
棟
す
。
嗣
子
四
郎
乃
ち
依
信
と
議
し
、
遂
に
之
を
脇
町
中
学
校
に
託
す
。〕
『
百
年
史
』（
文
献
⑩
）
の
年
表
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
二
年
四
月
に
、
そ
れ
ま
で
同
居
し
て
い
た
師
範
学
校
が
常
三
島
村
（
今
の
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
の
あ
る
所
）
に
移
転
し
た
が
、
師
範
学
校
附
属
図
書
館
の
ほ
う
は
、
徳
島
中
学
校
附
属
図
書
館
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
の
第
一
分
校
は
、
徳
島
県
脇
町
中
学
校
と
し
て
独
立
し
た
。
寄
贈
先
の
選
定
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
が
考
慮
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
（
3
）
斯
文
の
詩
最
後
に
、
斯
文
が
彼
の
家
に
泊
ま
っ
た
時
の
詩
が
、『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
に
残
さ
れ
て
い
る
（
Ａ
〜
Ｄ
は
、
そ
こ
で
の
四
首
の
配
列
順
序
を
示
す
）。
Ｃ：
寓
郡
長
岸
本
氏
数
日
。
風
色
清
美
。
快
不
可
言
。
不
見
紅
塵
遮
眼
辺
飄
乎
自
訝
已
成
仙
半
簾
微
雨
炎
威
減
一
味
清
風
鳥
語
円
明
媚
江
山
活
図
画
優
悠
詩
趣
別
坤
乾
主
人
好
意
堪
深
謝
幾
箇
奇
瓢
列
席
前
趣
意
は
、
俗
界
を
抜
け
出
て
自
然
豊
か
な
別
世
界
に
居
る
よ
う
で
あ
り
、
主
人
の
も
て
な
し
も
嬉
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
斯
文
は
、『
楽
瓢
庵
詩
文
鈔
』
の
書
名
が
示
す
と
お
り
、
瓢
箪
が
大
好
き
で
あ
っ
た
（「
寄
瓢
先
生
伝
」
と
い
う
文
も
収
め
ら
れ
て
い
る
）。
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
四
こ
れ
に
先
立
っ
て
配
列
さ
れ
た
二
首
も
、
岸
本
氏
の
許
へ
出
か
け
る
途
次
の
も
の
で
あ
ろ
う
（
故
人
が
友
人
の
意
で
あ
る
こ
と
は
注
す
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
）。
Ａ：
訪
脇
町
故
人
。
途
中
作
。
請
告
優
遊
欲
養
真
自
羞
詩
句
未
加
新
一
枝
吟
杖
払
塵
去
十
里
渓
山
訪
故
人
Ｂ：
和
気
楼
小
集
杯
酒
談
心
語
語
真
藹
然
和
気
満
楼
新
当
檐
山
色
青
如
滴
坐
上
還
無
白
眼
人
斯
文
も
校
閲
者
と
し
て
名
を
連
ね
る
『
改
正
阿
波
国
地
誌
略
』（
文
献
⑫
）
を
披
き
見
る
と
、
脇
町
は
《
郡
中
ノ
名
邑
ニ
シ
テ
、
戸
数
大
約
五
百
余
人
口
二
千
ニ
余
レ
リ
、
徳
島
ヲ
距
ル
十
里
十
六
町
ナ
リ
》（「
美
馬
郡
」
の
項
・
末
尾
。
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
二
三
コ
マ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
首
の
「
十
里
」
は
、
ほ
ぼ
実
際
の
距
離
に
見
合
う
も
の
と
言
え
よ
う
。
第
二
首
の
「
和
気
楼
」
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
款
語
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
と
お
り
、
二
首
は
全
く
同
じ
韻
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
先
の
Ｃ
の
詩
の
後
に
置
か
れ
た
次
の
詩
も
、
山
間
地
の
勝
景
と
い
う
点
か
ら
し
て
、
あ
る
い
は
そ
の
時
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も
捨
て
切
れ
な
い
。
Ｄ：
観
瀑
布
蒼
崖
一
道
挂
長
川
毛
骨
対
之
転
凛
然
天
上
忽
驚
銀
漢
落
林
梢
更
訝
白
虹
懸
奔
流
帯
雨
狂
雷
怒
乱
沫
含
嵐
飛
雪
鮮
此
景
依
稀
廬
瀑
趣
妙
詞
無
復
李
青
蓮
右
に
引
い
た
『
改
正
阿
波
国
地
誌
略
』（
文
献
⑫
）
の
「
美
馬
郡
」
の
項
は
、
山
と
滝
と
川
と
の
記
述
が
大
半
を
占
め
る
が
、
滝
と
し
て
は
「
鳴
瀑
」「
土
釜
」「
枇
杷
瀑
」
の
三
つ
が
挙
が
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
え
る
（
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
二
一
〜
二
三
コ
マ
。
一
丈
は
約
三
メ
ー
ト
ル
。「
一
宇
川
」
は
、「
土
釜
」
の
記
述
か
ら
推
し
て
、
貞
光
川
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
「
祖
谷
川
」
は
、
穴
吹
川
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
）。
鳴
滝：
西
端
山
猿
飼
名
ニ
在
リ
、
高
サ
四
十
丈
、
断
崖
ニ
懸
リ
テ
、
三
段
ノ
瀑
布
ト
ナ
リ
、
一
宇
川
ニ
注
ケ
リ
、
土
釜：
一
宇
口
山
村
ニ
在
リ
、
一
宇
川
此
ニ
至
テ
、
両
岸
最
モ
狭
ク
、
相
距
ル
纔
ニ
丈
許
、
全
川
其
間
ニ
聚
リ
、
飛
流
ス
ル
コ
ト
（「
コ
ト
」
は
合
字
表
記
）
瀑
布
ノ
如
シ
、
其
下
釜
ノ
如
キ
大
石
ア
リ
テ
、
之
ヲ
承
ケ
、
水
勢
沸
騰
シ
テ
、
熱
湯
ノ
如
シ
、
名
ケ
テ
一
ノ
釜
ト
云
フ
、
其
北
ま
た
二
石
潭
ア
リ
、
之
ヲ
二
ノ
釜
三
ノ
釜
ト
ス
、
真
ニ
北
方
ノ
奇
観
ナ
リ
、
枇
杷
瀑：
閑
定
名
ニ
在
リ
、
高
サ
九
丈
余
祖
谷
川
ニ
注
ケ
リ
、
も
し
、
右
の
Ｄ
の
詩
も
脇
町
滞
在
の
際
に
詠
ま
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の「
瀑
布
」も
、
あ
る
い
は
右
の
三
つ
の
う
ち
の
ど
れ
か
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
む
す
び
以
上
、
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
資
料
な
ど
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
見
て
き
た
。
斯
文
に
と
っ
て
こ
の
人
は
先
代
以
来
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
し
、
旧
制
徳
島
中
学
校
の
初
代
校
長
（
心
得
）
を
勤
め
た
斯
文
と
し
て
は
、
時
を
隔
て
た
後
任
者
と
し
て
親
し
み
を
感
ず
る
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
文
章
が
『
楽
瓢
庵
岡
本
斯
文
の
「
守
愚
説
」（
附
・
塩
谷
依
信
伝
記
資
料
一
斑
）
―
―
阿
部
有
清
・
歿
後
百
年
展
へ
の
解
説
補
遺
を
兼
ね
て
（
其
四
）
―
―
一
一
五
詩
文
鈔
』
に
収
め
ら
れ
た
の
に
は
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そ
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し
た
事
情
も
与
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
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と
考
え
ら
れ
よ
う
。
本
稿
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紹
介
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塩
谷
依
信
と
い
う
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世
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余
り
知
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れ
る
こ
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の
な
い
人
物
に
つ
い
て
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ほ
ん
の
僅
か
な
が
ら
で
も
光
り
を
投
ず
る
も
の
と
な
り
得
て
い
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。
〔
附
記
〕
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稿
は
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本
学
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
四
国
の
文
学
・
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化
・
歴
史
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よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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